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「
や
し
る
こ
ど
も
の
い
え
」
と
大
賀
ハ
ス

松
井
千
幸
様
（
Ｈ
Ⅲ
理
修
生
）
の
お
父
様
松
井
睦
明
様
撮
影

（
平
成
二
九
年
六
月
）

岸
本
律
子
（
Ｓ
“
家
修
食
）

兵
庫
県
支
部
の
み
な
様
如
何
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
支
部
だ
よ
り
第
４
号

は
北
播
磨
地
区
が
担
当
し
ま
し
た
。
本
地
区
の
会
員
数
は
、
三
三
人
と
少
人
数

で
す
が
、
協
力
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

表
紙
の
写
真
の
建
物
は
、
平
成
一
一
年
に
竣
工
し
た
加
東
市
立
社
児
童

館
「
や
し
る
こ
ど
も
の
い
え
」
で
、
大
賀
ハ
ス
で
有
名
な
平
池
公
園
の
一
角

に
悠
然
と
佇
ん
で
い
ま
す
。
児
童
館
は
、
「
地
域
の
子
育
て
環
境
づ
く
り
」
や

「
放
課
後
の
児
童
の
居
場
所
づ
く
り
」
な
ど
を
担
っ
て
い
ま
す
。
故
菊
沢
康
子
様

（
当
時
兵
庫
教
育
大
学
教
授
Ｓ
狸
家
修
住
）
は
児
童
館
建
築
を
含
む
事
業
に
関

わ
る
委
員
を
さ
れ
、
設
計
は
現
支
部
長
永
福
よ
り
子
様
（
Ｓ
“
家
住
）
が
担
当

さ
れ
ま
し
た
・
平
池
公
園
は
加
東
市
と
小
野
市
の
境
に
あ
り
、
周
辺
は
田
園

地
帯
が
ど
こ
ま
で
も
広
が
り
、
白
鷺
や
青
鷺
が
飛
び
立
つ
風
景
は
平
和
そ
の
も

の
で
す
。

し
か
し
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
平
成
二
九
年
は
、
米
国
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
が
誕
生
し
、
保
護
主
義
を
唱
え
、
移
民
問
題
、
人
種
差
別
等
々
で
混
乱
を

巻
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
核
実
験
、
イ
ス

ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
数
々
の
テ
ロ
事
件
、
そ
れ
に
大
地
震
が
各
地
で
発
生
し
、

平
和
を
脅
か
す
事
件
が
次
々
と
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

私
は
、
四
六
年
間
勤
め
た
大
学
を
定
年
退
職
し
た
後
、
三
度
目
の
茶
道
の
稽

古
を
始
め
ま
し
た
。
静
寂
な
茶
室
で
、
釜
に
水
を
注
ぐ
と
き
の
快
い
響
き
は
、

世
間
と
私
ご
と
の
争
い
や
煩
わ
し
さ
か
ら
解
放
し
、
穏
や
か
な
気
持
ち
に
さ
せ

て
く
れ
ま
す
。
利
休
百
首
の
冒
頭
に
「
そ
の
道
に
入
ら
ん
と
思
う
心
こ
そ
我

身
な
が
ら
の
師
匠
な
り
け
れ
」
の
和
歌
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
道
に
入
り
、
そ
の

道
を
学
ぼ
う
と
す
る
に
は
、
ま
ず
目
標
を
立
て
自
発
的
に
習
っ
て
み
る
と
い
う

心
構
え
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
ま
す
。
人
生
の
後
半
に
入
っ
て
、
こ

の
一
首
に
出
会
っ
た
と
き
、
新
鮮
な
気
持
ち
が
甦
り
、
学
び
の
奈
良
女
に
入
学

し
た
頃
を
思
い
出
し
て
元
気
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
親
元
か
ら
離
れ
て
自
由
に
な

っ
た
喜
び
と
、
素
敵
な
出
会
い
を
期
待
し
て
い
た
あ
の
頃
。
大
学
卒
業
と
同
時

に
佐
保
会
に
入
会
し
、
先
輩
達
に
強
引
に
佐
保
会
総
会
と
奈
良
県
支
部
総
会
に

出
席
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
兵
庫
県
支
部
に
移
っ
た
後
は
、
仕
事
が
忙
し
く
、
も

よ
り
会
に
時
々
参
加
す
る
程
度
で
し
た
が
、
現
在
は
、
興
味
あ
る
支
部
の
行
事

に
積
極
的
に
参
加
し
て
日
々
の
生
活
に
弾
み
を
つ
け
て
い
ま
す
。
若
い
み
な
様

の
参
加
を
願
っ
て
い
ま
す
。

平
和
な
世
界
を
願
っ
て
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緑
の
鮮
や
か
さ
が
日
々
深
ま
り
つ
つ
あ
る
さ
わ
や
か
な
哨
天
の
土
峨
日
、

神
戸
風
月
堂
ホ
ー
ル
に
は
、
昭
和
二
九
年
か
ら
今
春
卒
業
さ
れ
た
方
ま
で

の
佐
保
会
員
五
三
名
が
一
堂
に
会
し
ま
し
た
。
毎
回
参
加
の
方
や
久
し
ぶ

り
に
参
加
し
て
下
さ
っ
た
方
、
今
回
が
初
め
て
の
方
等
が
そ
れ
ぞ
れ
に
昔

話
や
近
況
等
を
お
話
し
さ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
平
成
二
九
年
度

佐
保
会
兵
庫
県
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
こ
の
一
年
に
逝
去
さ
れ
た
方
々
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

永
福
支
部
長
の
挨
拶
の
後
、
新
入
会
員
の
紹
介
が
あ
り
、
今
春
卒
業
さ
れ

た
胡
様
の
初
々
し
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
会
次
第
に
従
っ
て

進
め
ら
れ
、
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
等
す
べ
て
滞
り
な
く
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
長
よ
り
「
佐
保
会
兵
庫
県
支
部
の
現
状
と
問
題
点

の
認
識
」
に
つ
い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、
卒
後
五
五
年
の
お
祝
い
に
は
六
名
の
方
が
登
壇
さ
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
近
況
や
感
想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
卒
寿
を
迎
え
た
方
は
五
名
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。

次
に
、
本
部
理
事
の
片
寄
様
が
佐
保
会
本
部
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
佐
保
会
館
の
耐
震
補
強
の
大
修
理
か
ら
一
○
年
た
ち
、

今
年
は
西
側
大
屋
根
・
鬼
瓦
・
雨
漏
り
の
修
理
、
し
っ
か
り
し
た
手
す
り

設
置
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
佐
保
塾
で
の
イ
ベ
ン
ト
や
恋
都
祭
に
合
わ

せ
て
の
バ
ザ
ー
等
職
種
的
な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
ど
う
ぞ

ご
協
力
下
さ
い
。

引
き
続
き
、
特
別
企
画
第
１
部
と
し
て
奈
良
女
子
大
学
の
小
路
田
泰
直

副
学
長
の
「
奈
良
女
子
大
学
の
現
状
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
「
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
と
ア
ジ
ア
の
留
学
生
（
奈
良

女
子
大
学
ア
ジ
ア
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
文
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
編
・
敬
文
社
と
「
日

本
史
論
ｌ
黒
潮
と
大
和
の
地
平
か
ら
（
小
路
田
泰
直
著
・
敬
文
社
こ
の
二

冊
を
本
支
部
に
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昼
食
後
、
第
Ⅱ
部
の
奈
良
女
子
大
学
「
Ｊ
ａ
ｚ
ｚ
ｙ
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」
に

よ
る
元
気
な
ジ
ャ
ズ
演
奏
を
聞
き
ま
し
た
。

最
後
に
ピ
ア
ノ
伴
奏
に
合
わ
せ
て
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
校
歌
を
斉

唱
し
て
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

→

．卒寿のお祝い
（昭和23年卒業）

榊原恭子様（文1）

松谷千恵子様（家）

那須瑞子様（臨家）

田淵一美様（臨家）

霧石橋令子様（家）
.一と寅言二一t 』.＝
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'‘鶚卒後55年のお祝い参ゞ
（昭和37年卒業）

上田俊子様（理数）

瀬 正子様（家食）

玉置綾子様（家被）

尾上昭子様（文地）

岡本悦子様（家被）

前川玲子様（文英）

大田奈緒美様（理化）

都筑久美子様（家被）

鈴木久子様（家食）

吉村節子様（文英）

坂倉晴恵様（家食）

後藤方江様（家住）

都築暎子様（家食）

濱口和喜子様（文英）

寺田 翠様（文幼）

高山淑子様（家被）

・ 中田秀子様（文幼） ．

小林嘉子様（家被）

②
平
成
お
年
度
収
支
決
算
報
告

お
よ
び
監
査
報
告

③
平
成
調
年
度
役
員
承
認

お
よ
び
紹
介

④
平
成
調
年
度
耶
業
計
面
（
案
）

⑤
平
成
調
年
度
収
支
予
算
（
案
）

⑥
そ
の
他

六
記
念
品
贈
呈

①
卒
寿
の
お
祝
い

②
卒
後
弱
年
の
お
祝
い

七
報
告

①
一
般
社
団
法
人
佐
保
会
お
よ
び

奈
良
女
子
大
学
同
窓
会
雌
保
会

②
そ
の
他

八
特
別
企
画

第
１
部
大
学
の
現
状
に
つ
い
て

奈
良
女
子
大
学
副
学
長

小
路
田
泰
直
氏

～

会
食

第
Ⅱ
部
奈
良
女
子
大
学

ｖ
Ｊ
ａ
Ｚ
Ｚ
Ｖ
ゾ
Ｃ
‐
ｌ
ｕ
０
Ｄ

に
よ
る
ジ
ャ
ズ
演
奏

九
奈
良
女
子
高
等
師
範
学
校
校
歌
斉
唱

十
開
会
の
こ
と
ば

』悼一‐一展

H26.12 1

H28.2.13:

H28.2 i

H28.6.15 ;

H28.6 :

H28.7.13；

a 可
総会

J
日）
戸駅南(直結

井上千恵子様

瞥谷愛子様

菅江謹一様

南原律子様

井上たみ様

吉岡美智子様

(S38家被)H28.8.29

(S12家) H28.1011

(賛助会貝)H28.10.14

(S55理物)H28.11.25

(S15家) H29.2.2

(S27ilf) H29.3.11

森垣

春田

長岡

田邉

荻野

香川

恒子様

君子様

久子様

幸子様

美子様

敦子様

(S15家）

(S26家）

(Sll保）

(S17文）

(S33家住）

(S12理）

平成30年度 支部総会

平成30年5月27日（日）
ルクラウンパレス神戸JR神戸駅南(直結）

平成29年度新入会員（35名）

卒業学部 氏 名

文古代 岡崎有紀

文歴史旭松花奈

文歴史本川真優子

文ﾒディア綱||嶋葉名

文ﾒディア 渡避奈菜

文日亜乾 千秋

文スポ和仁優香

文子ども 山内薫子

理 数大谷菜月

理 物尾尻礼菜

理 物深川千宙

理 物正川みのり

住 所

灘区

養父市

中央区

豊岡市

宝塚市

伊丹市

西宮市

灘区

姫路市

尼崎市

加古川市

加古川市

卒業学部

理 物

理 化

理 化

理 生

理 情

生環食

生環健

生環健

生環衣

生環住

生環往

生環住

氏 名

浅野七瀬

仁木舞子

籔田陽子

酒居真友

胡 好皓

木村素子

小山あすか

西村美穂

山本実穂

石田彩乃

石橋まりな

大原陽菜子

住 所

明石市

県外

東灘区

西区

姫路市

西宮市

西宮市

西宮市

赤穂郡

須磨区

川西市

西区

卒熊学部

生環住

生環文

生環文

生環文

生環文

生環文

博前情

博前食

博前食

博前心

博前住

名
一
謹
悠
一
葵 葵

氏
一
細
一
訓
訓
一
獅
一
雌
岼
細
山
栂
輌
調

川

浦

住 所

西区

宝塚市

西宮市

西宮市

加東市

尼崎市

県外

西宮市

伊丹市

西宮市

尼崎市

（敬称略）

真琴

本笑美加

下優里

田詠美

上小百合

野紀子

岡美玖

十嵐桃子
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奈
良
女
子
大
学
で
は
、
学
生
の
留
学
、
就
学
支
援
や

学
生
寮
の
新
築
の
た
め
に
五
億
円
を
目
標
に
し
て
募

金
活
動
を
し
て
い
る
。

奈
良
女
子
大
学
副
学
長
（
企
画
・
広
報
担
当
）

小
路
田
泰
直
氏

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
「
も
よ
り
会
」
と
「
睦
会
」
は
兵
庫
県
独

自
の
会
で
す
。
広
域
な
兵
庫
県
に
は
地
区
ご
と
に
気

軽
に
懇
親
で
き
る
も
よ
り
会
が
あ
り
、
多
く
の
会
員

の
参
加
が
あ
り
ま
す
。
睦
会
は
六
○
歳
以
上
の
会
員

の
た
め
の
親
睦
会
で
す
。
ま
た
、
充
実
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
は
他
支
部
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
い
ま

す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
作
成
、
管
理
は
Ｈ
Ｐ
研
究
会

に
よ
る
も
の
で
す
。

一
方
、
兵
庫
県
支
部
に
は
問
題
も
あ
り
ま
す
。
近

年
、
財
政
赤
字
が
続
い
て
い
ま
す
。
経
費
節
約
の
一

環
と
し
て
、
今
年
か
ら
皆
様
へ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の

登
録
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
ル
で
の
や
り
取

り
は
通
信
識
の
節
約
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
会
員
相

互
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
取
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
さ
ら
に
魅
力
の
あ
る
同
窓
会
に
す
る
た
め
努
力
を

続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
の
現
状
に
つ
い
て

特
別
企
画
第
１
部

ご
挨
拶
支
部
長
永
福
よ
り
子
（
Ｓ
“
家
住
）

兵
庫
県
支
部
は
支
部
だ
よ

り
の
発
行
や
研
修
会
（
楪
の

会
、
Ｈ
Ｐ
研
究
会
、
佐
保
会

兵
庫
読
書
会
）
な
ど
の
活
動

今
、
多
く
の
団
体
に
お
い

て
財
政
難
が
畷
か
れ
て
い
る

が
、
奈
良
女
子
大
学
も
そ
の

例
外
で
は
な
く
、
こ
こ
数
年

は
研
究
費
が
半
減
し
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
大
学
を
大
き
く
三
つ
に
分
類
し
て

い
る
。
③
世
界
で
活
躍
で
き
る
巨
大
な
大
学
、
例
え

ば
旧
帝
国
大
学
ク
ラ
ス
、
①
地
域
の
活
性
化
に
貢
献

す
る
地
方
大
学
、
そ
し
て
そ
れ
以
外
の
大
学
②
で
あ

る
。
奈
良
女
子
大
学
は
②
で
は
あ
る
が
、
そ
の
評
価

は
低
く
、
②
か
ら
①
に
位
置
づ
け
ら
れ
か
ね
な
い
。

今
後
実
績
を
伸
ば
し
評
価
を
上
げ
て
②
に
留
ま
る
こ

と
が
本
学
の
使
命
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
評
価
に
は
、
す
べ
て
の
中
心
は
東
京
に
あ
る

と
の
大
前
提
が
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
固
定
的
な
前

提
か
ら
は
地
方
に
役
立
つ
大
学
の
現
状
は
見
え
て
こ

な
い
。で
は
、
東
京
一
極
集
中
を
変
え
る
た
め
に
や
る
べ

き
こ
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
百
数
十
年
前
の
封
建
制
社

会
で
は
、
江
戸
に
中
央
政
府
は
あ
っ
た
が
、
そ
の
存

在
は
際
立
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
他
の
地
域
も
お
し

な
べ
て
同
等
で
あ
っ
た
。
現
在
も
、
地
域
が
中
央
と

同
様
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
視
点
を
確
立
し
な
い
と

い
け
な
い
。
日
本
の
中
心
は
東
京
だ
け
で
は
な
い
。

日
本
社
会
に
は
一
つ
だ
け
の
中
心
で
は
な
く
、
も
う

一
つ
の
中
心
が
必
要
だ
。
地
方
の
崩
壊
や
、
人
口
減

少
を
乗
り
越
え
、
地
方
に
あ
り
な
が
ら
中
央
と
し
て

の
能
力
を
持
っ
て
い
る
大
学
が
必
要
で
あ
る
。
地
方

は
自
力
で
地
域
を
強
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
関

西
を
も
う
一
度
盛
り
返
す
必
要
が
あ
る
。
幸
い
こ
の

地
域
に
は
有
力
な
大
学
が
集
中
し
て
い
る
。
奈
良
女

子
大
学
は
全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
り
、
卒
業
後
は

津
々
浦
々
に
帰
っ
て
行
く
全
国
区
で
あ
る
と
い
う
特

色
を
も
う
一
度
よ
み
が
え
ら
せ
よ
う
。
我
々
が
も
っ

と
大
き
く
な
る
必
要
が
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
何
を
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
近
畿
の
大
学
毎
の
小
き
な
研
究
セ
ン
タ
ー

を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
『
大
和

紀
伊
半
島
学
研
究
所
』
と
命
名
し
た
い
。
こ
の
地
域

は
能
、
お
茶
、
ス
イ
カ
、
米
な
ど
多
く
の
も
の
の
発

祥
の
地
で
あ
る
。
こ
の
地
域
を
本
気
で
研
究
す
れ
ば

日
本
全
体
を
研
究
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
研
究
所

を
和
歌
山
、
三
重
、
京
都
の
大
学
の
共
同
運
用
機
関

と
し
て
、
ま
た
、
い
た
る
分
野
で
利
用
で
き
る
研
究

機
関
と
し
て
、
そ
の
要
に
し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
に
、

留
学
生
を
増
や
し
、
日
本
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
人

に
来
て
も
ら
い
、
深
い
と
こ
ろ
で
日
本
文
化
に
関
心

を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
。

次
に
、
こ
の
地
域
の
全
体
が
力
を
持
っ
て
い
く
た

め
に
、
京
都
大
学
、
大
阪
大
学
、
神
戸
大
学
と
共
同

で
大
学
院
を
作
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
て
い
る
。
政

府
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
的
価
値
観
の
創
造
を

う
た
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
の
ア

イ
コ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
日
本
人
が
最
初
に

作
っ
た
。
し
か
し
、
優
秀
な
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
扱
う

の
で
操
作
を
棚
単
に
し
な
く
て
も
良
い
と
考
え
て
し

ま
っ
た
。
一
方
、
欧
米
で
は
、
情
報
は
一
部
の
人
が

持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
だ
め
で
、
誰
で
も
使
え
な
い

と
い
け
な
い
と
考
え
、
操
作
性
の
簡
単
な
商
品
の
開

発
が
進
ん
だ
。
日
本
は
技
術
で
は
負
け
て
い
な
か
っ

た
が
発
想
で
負
け
て
し
ま
っ
た
。
価
値
観
の
レ
ベ
ル

の
差
が
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
物
づ
く
り
は
社
会
的

価
値
観
の
創
造
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
結
合
で
あ

る
。
大
学
の
理
学
部
は
基
礎
科
学
、
生
活
環
境
学
部

は
応
用
工
学
、
文
学
部
は
文
化
創
造
学
な
ど
と
特
色

づ
け
、
文
化
と
サ
イ
エ
ン
ス
が
緊
密
に
連
携
し
た
大

学
院
を
つ
く
り
た
い
。
奈
良
は
そ
の
場
を
提
供
で
き

る
。
本
学
の
存
在
が
日
本
の
学
問
の
存
在
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
た
い
。
実
学
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は

基
礎
学
問
が
大
切
だ
。
基
礎
の
充
実
な
く
し
て
学
問

は
な
い
。
研
究
を
楽
し
ん
で
や
る
学
生
を
集
め
、
良

い
学
生
を
育
て
る
環
境
や
雰
囲
気
を
作
っ
て
い
き
た

い
。

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
、
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
セ
レ
ナ
ー
デ
、
ス
キ

ヤ
キ
等
一
一
曲
を
楽
し
く
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
、
ま
た

し
っ
と
り
と
心
を
こ
め
て
演
奏
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

ム
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
ジ
ャ
ズ
の
生
演
奏
に
手
拍
子
を

し
た
り
、
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
身
体
を
動
か
し
た
り

し
て
、
賛
沢
な
時
間
を
持
つ
こ
と
が
で
き
た
。
と
て

も
素
敵
な
ス
テ
ー
ジ
だ
っ
た
。

特
別
企
画
第
Ⅱ
部

奈
良
女
子
大
学

「
Ｊ
ａ
Ｚ
Ｚ
ｙ
Ｃ
ｌ
ｕ
ｂ
」

に
よ
る
演
奏
会

淡
奏
後
、
部
長
の
金

倉
茉
美
さ
ん
と
渉
外
担

当
の
楠
橋
佳
奈
子
さ
ん

》

に
お
話
を
伺
っ
た
。

唱
呵
『
睦
詑
嬉
で
凱
訓
一

九
年
目
に
な
り
ま
す
。
伝

そ
れ
以
前
は
ジ
ャ
ズ
を

楽
し
も
う
的
な
存
在
の

別

サ
ー
ク
ル
で
し
た
。
現

在
メ
ン
バ
ー
は
三
回
生

一
四
名
、
二
回
生
一
五

名
、
一
回
生
一
六
名
の
総
勢
四
五
名
で
、
文
化
祭
や

定
期
演
奏
会
、
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト
等
で
活
動
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
近
年
は
奈
良
ロ
イ
ャ
ル
ホ
テ
ル
で
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
う
な
ど
活
動
の
場
を
広

げ
て
い
ま
す
。
練
習
は
週
に
三
回
で
す
。
火
．
木
曜

日
は
六
時
か
ら
九
時
ま
で
、
土
曜
日
は
一
○
時
か
ら

一
三
時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
」

部
員
は
吹
奏
楽
部
経
験
者
が
多
い
が
、
初
心
者
も

大
歓
迎
だ
そ
う
だ
。
食
堂
で
の
新
入
生
歓
迎
コ
ン

サ
ー
ト
で
た
ま
た
ま
聞
い
て
感
動
し
て
入
部
し
た
と

い
う
学
生
も
多
い
そ
う
だ
。
「
楽
器
は
自
前
の
人
も

あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
楽
器
は
学
校
に
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
ど
う
し
て
も
足
り
な
い
と
き
は
そ
の
他
の
音

楽
サ
ー
ク
ル
か
ら
融
通
し
て
も
ら
い
ま
す
。
今
年
は

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
を
管
弦
楽
部
か
ら
借
り
て
い
ま
す
。
」

と
の
こ
と
。
楽
器
の
修
理
等
に
費
用
が
か
か
る
が
上

手
に
や
り
く
り
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
卒
業
後
に
Ｃ

Ｕ
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
参
加
し
、
大
学

の
文
化
祭
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏
を
披
露
さ
れ
る
先
輩

も
お
ら
れ
る
。
今
年
は
定
期
演
奏
会
が
五
周
年
を
迎

え
る
の
で
、
先
輩
と
合
同
で
演
奏
し
た
い
そ
う
だ
。

今
後
の
意
気
込
み
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
「
女

子
の
み
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
は
価
値
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
演
奏
レ
ベ
ル
を
上
げ
、
し
っ
か
り
と
素
敵
に
活

動
し
て
い
き
た
い
。
」
と
力
強
く
語
っ
て
下
さ
っ
た
。

大
き
な
ト
ラ
ッ
ク
で
楽
器
を
持
ち
込
ま
れ
、
す
ば
ら

し
い
演
奏
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
、
と
て

も
礼
儀
正
し
い
、
し
っ
か
り
し
た
印
象
の
お
二
人
に

お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
の
活
動
を
応
援

し
、
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。 b




















